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千葉大学予防医学センターの鈴木規道 准教授、嶋谷圭一 特任講師らの研究グループは、離乳食開始前（生
後 3〜4 か月）の乳児が生活する家庭環境に、どの程度の食物やダニアレルゲンが存在しているかを調べまし
た。特に乳児が長時間触れる寝具に着目し、アレルゲンの存在と濃度について調査しました。その結果、離乳
食開始前の乳児でも、すでに寝具を通じて複数のアレルゲンに触れている可能性があることが分かりました。
本研究結果は 2026 年 3 月 19 日に、学術誌 Scientific Reports にオンライン公開されました。  
（論文はこちら：10.1038/s41598-026-45145-5） 

 
■研究の背景  

小児の食物アレルギーは健康上の大きな問題となっ
ています。近年は「二重抗原曝露理論注 1）」と呼ばれる考
え方が注目されています。これは食物を口から摂取すると
免疫が慣れる一方、皮膚を通じた接触はアレルギーを引き
起こしやすくするという考えです。実際、鶏卵を早い時期
から少量ずつ食べることで、アレルギーの発症リスクが下
がるという報告もあります参考文献 1）。しかし離乳食が始まる前の乳児が、家庭内でどの程度のアレルゲンに触
れているかについては調査されていませんでした。自分で移動する事の出来ない生後 3〜4 か月の乳児にとっ
て寝具や床は、長時間、肌で触れる場所であり、アレルギー感作のきっかけになりやすい環境と考えられます。
また、先行して行われた JECS パイロット研究において 3 歳児の寝具からダニよりも高い濃度の卵抗原が検出
されたため参考文献 2）、本研究では、2ndC-MACH 出生コホート研究参考文献 3）に参加している 26 世帯を対象と
して、生後 3〜4 か月の乳児の寝具に含まれるダニのアレルゲン(Derf1/Derp1 注 2）)・鶏卵・牛乳・小麦・
ピーナッツ・クルミ濃度を ELISA 法注 3）で測定しました。 
 
■研究の成果 

調査の結果、鶏卵・牛乳・小麦・ダニ（Der f1）は全ての
家庭で検出されました。ピーナッツは 88%、ダニ Der p1 は
81%、クルミは 35%の家庭で検出されました。さらに一部
の食物アレルゲン濃度はダニアレルゲンよりも明らかに高
く、特に牛乳の中央値は 330 μg/g dust と最も高い値を示
しました。鶏卵は 73 μg/g dust、小麦は 110 μg/g dust で
あったのに対し、ダニは Der f1 が 3.5 μg/g dust、Der p1
は 0.62 μg/g dust と低い値でした（図２）。これらの結果
は、乳児は食物を口にする前から、家庭内の環境を通じて
食物アレルゲンに触れている可能性を示しています。 

 
■今後の展望 
 本研究は、離乳食開始前の乳児がすでに家庭環境中の食物アレルゲンにさらされていることを定量的に示
しています。初期的な研究ではありますが、乳児は食べる前から皮膚を通じてアレルゲンに接触している可能
性があります。今後は、乳児湿疹の有無や環境中のアレルゲン接触量とアレルギーの成立（IgE 感作）注４）や
発症との因果関係を明らかにするため、長期にわたる追跡研究が求められます。 

離乳食前の乳児が寝ている場所のアレルゲン調査 
― 寝具にはダニだけでなく、ナッツ・卵・牛乳・小麦などのアレルゲンが存在 ― 
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図 1. 本研究の調査概要 

 

図 2. ELISA 法による測定の結果 



■用語解説 
注 1）二重抗原曝露理論：食物アレルギーが「皮膚からの感作（アレルギー獲得）」と「口からの免疫寛
容（アレルギー抑制）」の 2 つの経路で起きるという仮説。仮説上では、乳児湿疹やアトピー性皮膚炎な
どで皮膚のバリア機能が落ちた状態での侵入はアレルギーを誘発し、早期のアレルゲンの経口摂取は耐
性を導くとされている。 
注 2）Der f1/Der p1：いずれもダニ由来の主要アレルゲンの一種。Der f 1 はコナヒョウヒダニ、Der p1
はヤケヒョウヒダニが産生するタンパク質。アレルギー疾患において重要な要因物質の一つとされる。 
注３）ELISA法：抗原と抗体の特異的な反応を利用して、目的物質(アレルゲン)の量を色の変化として測
定する方法。目的物質が少量であったとしても、高い精度で数値として測定できる。 
注４）IgE感作：特定のアレルゲンに対する IgE 抗体が作られ、それが肥満細胞や好塩基球に結合した状
態のこと。同一アレルゲンに再暴露した際に、アレルギー反応が引き起こされる可能性がある。 
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